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「自動販売機の遠隔検針サービス」の概要

・遠隔検針装置を自動販売機に内蔵し電力使用量を遠隔で確認できる仕組みを提供

・遠隔検針装置で計量した検針データを遠隔検針サーバーへ転送

・運営会社は、遠隔検針サーバーから検針データを取得

・少子高齢化や人口減少を背景に、さまざまな業種において人手不足が課題とされるなか、
飲料業界においても自動販売機の運営に係る労務量の削減が課題となっている

・一部の自動販売機では、運営会社（飲料メーカー、自動販売機オペレーター等）と設置先
（地主等）との間で電気料金を精算するため、運営会社は現地に出向き、自動販売機に設置
された電力量計で電力使用量を目視検針している
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① 自動販売機の電力使用量を遠隔で把握できる ➡ 検針労務量削減

② 目視による検針作業や検針結果の入力作業をシステム化 ➡ 誤検針防止

③ 電力量計が北陸電力所有のため運営会社による電力量計の管理※が不要 ➡ 管理労務量削減
※電力量計の検定期間の把握および期間満了にともなう取替など

④ 月額定額制サービスのため運営会社はシステム導入等の初期投資が不要 ➡ 導入しやすい

⑤ 目視検針のために自動販売機の上部等に設置していた電力量計を内蔵 ➡ 見栄え改善

導入メリット

※遠隔検針装置は、機種によって外付けとなる場合があります。


